
巡検報告 国分寺崖線の地形と地層 
 

慶應義塾高等学校３年 

H.K. Y.K. K.H. Y.H. S.Y. 

 

日程 
2003年 5月 12 日（月）曇のち小

雨 

15:00 授業終了後、学校を出発 

16:00 小田急線成城学園前駅下車 
徒歩でＡ～Ｄを回る 

18:00 成城学園駅で解散 

 

場所 
 東京都世田谷区成城（右図） 
１．成城学園前駅からＡ地点まで 
 ほぼ平坦だが緩やかに下っている。 
崖線のところはさすがに急な坂に

なっている。 

 
２．Ａ地点（団地裏の崖露頭） 
崖の比高は 20ｍ程度あり、湧き

水が崖を削って地層が見えた。湧き

水が湧いているところは、直径が 10cmくらいの平たいれきの層になっていて、すき間が大き

いため地下水が流れることができる

と思われる。れきは丸みを帯びてい

て、河川によって運ばれたと考えら

れる。岩石の種類は、砂岩などの堆

積岩が多く、一部緑色の変成岩が含

まれていた。 
れき層の上には黄土色の厚いロ

ーム層があった。ロームにはところ

どころに白い軽石の粒が含まれてい

た。これは箱根火山が大噴火した際

の火山灰ということらしい。 
れき層の下から地下水が湧き出

していることから、見ることのでき

なかったこの下には、不透水層とな

る緻密な層（粘土層？）があること

が予想される。 

Fig.1 巡検コースの地図 
（国土地理院地形図 1:10000「成城」より） 
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Fig.2 Ａ地点の露頭スケッチ（生徒作成） 



３．Ｂ地点（喜多見不動尊） 
 右手に崖を見上げながら野川に沿って歩き、小田急線の高架を抜けたところに、喜多見不動

尊がある。Ａ地点と同じように、ローム層の下から水が湧き出しているので、ここにれき層が

あるのだろう。そしてその下に不透水層があるのだろう。 

 
４．Ｃ地点（湧水池） 
 柵があり中に入れなかったが、崖の奥の方から水が湧き出していた。同じような構造がずっ

と続いているのだと考えられる。 

 
５．Ｄ地点（台地上） 

 崖を切り開いた急な坂を登り台地の上にたつと、南側の展望が開ける。多摩川をはさんで対

岸にもほぼ同じ標高の台地があり、慶應高校のある台地につながっていると思われる。もとは

つながっていたのを多摩川が削って分離したのだろうと考えられる。 

 

考察 台地面のできかた  
 今回見学した崖は、武蔵野台地が多摩

川低地と接するところにできた国分寺崖

線といわれるところである。今回観察し

た露頭は、下位から順に、不透水層（お

そらく粘土質層）、れき層、関東ローム

層の順になっていた。粘土質層が積もっ

た場所は、その粒径からして海岸から少

し離れた沖合の海底と思われる。また

10cmほどの丸みを帯びたれきの層は、

多摩川の河原のれきとよく似ていて、こ

のような場所ではなかったかと思われる。

つまりこの間で陸化が起こっている。れ

きの種類は、現在の多摩川上流に見られ

る堆積岩が多かったが、丹沢周辺に見ら

れる変成岩のれきも見られた。現在は相

模川が丹沢を取り囲むようにして流れ、

相模湾に注いでいるが、昔は多摩川に合

流していたのかもしれない。 
 ローム層は箱根の火山灰層だそうだ。すでに陸地なら流されずに厚く堆積したのだろう。こ

れらのことを総合すると、このあたりはかつて泥のたまる海底だったのが、次第に陸化して陸

上のものを堆積させながら隆起してきたと考えることができる。 

 

感想 
・ 高校のある地面の下もこうなっているのか、と感じることができた。 
・ 関東平野が徐々に陸化していく様子がイメージできた。 

・ 崖地に高級住宅が並んでいるのは危険ではないのか。 

 

Fig.3 武蔵野台地（貝塚爽平「東京の自然史」より） 


